
寺
玄
州
出
の
女
。
鴨
川
名
幸
政
、
公
名
二
枕
o
V
A
の
後
を

受
け
て
能
山
古
都
木
山
地
守
に
む
し
、
文
明
十
七
年
三
且

叶
=一

H
寂
、
=一
J
I
六
段
。

レ
ン
ガ

連
歌

務
政
初
期
に
於
い
て
和
献
の
甚

だ
不
桜
で
あ
っ
た
に
拘
ら
ず
、
辿
献
は
夙
に
随
時
間
で

あ
っ
た
。
白
山
均
時
前
副
の
位
一
宇
の
俊
民
近
年
前
出

利
家
に
よ
っ
て
修
郡
山
せ
ら
れ
た
後
、
滞
士
北
村
三
郎

右
術
門
人
道
宗
一
間
は
剛
山
栖

A
左
衛
門
明
宗
等
と
践

。
、
何
十
年
か
ら
泌
献
を
似
し
て
之
を
怒
っ
た
が
、

そ
の
民
和
瓜
句
に
及
び
、
之
に
名
を
列
す
る
も
の
五

百
二
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
詠
草
は
今
術
こ
の
榊
祉
に

政
せ
ら
れ
て
、
加
れ
滞
最
古
の
辿
献
で
あ
る
。
又
元

利
八
年

前
川
利
治
以
下
の
詠
じ
た
泌
献

一
容
が
あ

る。

こ
の
泌
倣
な
興
行
し
た
六
且
十
七
日
は
、
徳
川

努
忠
の
女
利
子
が
、
深品
u
木
の
山
腕
を
感
げ
た
初
日
で

あ
ろ
か
ら
、
亦
そ
れ
を
耐
4
7
る
の
訟
に
出
た
の
か
も

知
れ
な
い
。
そ
の
端
名
に
御
上
と
あ
る
は
努
応
、
利

沌
は
利
引
山
の
削
告
で
あ
る
が
、
血
州
陥
は
利
市
の
長
女

で
十
此
、
犬
千
代
は
光
一
品
で
八
説
、
千
勝
は
後
の
白

山
滞
削
で
六
段
、
宮
松
は
後
の
火
器
寺
滞
組
E
一』訟

で
あ
る
か
ら
、
何
れ
も
代
作
と
見
ら
れ
る
。
路
木
二

十
年
沌
耐
は
、
そ
の
夫
人
の
将
に
分
娩
せ
ん
と
す
る

そ
り
て
江
戸
に
刊
か
う
て
出
品
位
し
た
が
、
途
上
削
(
中

に
似
慨
し
て
佳
句
を削師
、
幾
く
も
な
く
M
K
子
綱
紀
内

田品
生
中
一
見
た
。
光
古
川
大
に

g
，ひ
、
官
一
年
ハ
正
保
一苅
〉

三
且
，1
七
H
到
涯
を
必
っ
て
百
加
の
辿
散
を
興
行
し

た
。
光
尚
は
辿
献
を
盟
村
間
口
世

・
岡
昌
伎
に
何
千
ん
だ

の
で
あ
る
。

上
の
好
む
所
前
に
此
く
の
如
〈
で
あ
っ

た
か
ら
、
刺
家
の
民
赤
庖
吉
宗
を
初
と
し
て
、
利
治

の
回
今
枝
並
直

・
搾
級
兵
太
夫
、
綱
紀
の
医
浅
升
政

右
・背
地
等
定
・
赤
座
孝
治
・
竹
山
忠
張
等
相
続
う
て

こ
の
泊
に
法一聞
し
た
。
殊
に
脇
川
直
慨
は
、
文
般
の

役
本
邦
に
作
は
れ
た
半
日
人
で
、
利
投
か
ら
綱
紀
に

隠
仕
し
た
の
で
あ
る
が
、
我
が
文
化
に
裕
し
、
法
駄

を
す
ら
弄
ぶ
に
主
っ
た
こ
と
は
断
る
奇
と
す
べ
き
で

あ
る
。
直
伐
の
門
に
包
ん
だ
も
の
に
板
部
験
校
が
あ

っ
て
、
冗
文
八
年
九
且
綱
紀
の
武
辺
長
久
を
白
山
均

時
制
批
に
祈
開
削
し
た
鏑
吟
一
白
加
は
、
今
も
向
存
し
て

居
る
。
是
よ
り
先
、
医
長
十
六
年
利
治
越
中
新
川
郊

の
伊
都
寺
を
金
慨
に
砂
す
や
、
寺
品
川
北
(
阿
雨
水
に
命

じ
て
月
次
辿
依
を
奉
納
せ
し
め
、
辿
燃
料
十
二
石
を

お
泌
し
た
。
明
同
町
三
年
利
治

X
天
満
宮
を
小
松
郊
外

掛
村
に
管
み
、
京
都
北
野
の
枇
附
能
翻
・能
附
・能
悦

を
M
m
い
て
、
潜宮由
の
辿
歌
百
簡
を
次
が
し
め
、
特
い

で
能
阪
を
別
銘
に
任
じ
た
が
、
同
年
九
且
サ
五
日
か

ら
木
祉
の
且
次
泌
倣
が

初
っ
た
。
前
記
の
能
関
・浅

井
政
右
の
外
、
恩
来
坊
快
全
世
以
て
、
旬
開
に
於
け

る
辿
般
の
一
ニ
慾
人
と
い
は
れ
る
。
快
全
は
一

h

析
を
石

良
と
い

ひ
、
元
総
十
五
年
官
公
の
λ
百
年
法
B
U
に
泊

っ
た
際
、
玉
泉
寺
に
挙
結
L
、
七
控
夜
仇
管
制刑
し
て
閣制

吟ゴ
l

句
を
物
ね
た
と
い
ふ
。
か
く
て
辿
飲
は
一
時
隣

同
町
で
あ
っ
た
が
、
後
恥
付
賦
と
俳
踏
の
前
行
と
に

Mmゼ

ら
れ
て
、
漸
く
喪
滅
寸
'
る
に
主
っ
た
。

レ
ン
カ

9

護
団目

的
強
制
幽
の
二
男
。
預
名
幸

務
、
誌
は
閥
恕
、

χ
同
慰
に
作
る
。
父
に
次
い
で
能

楽
部
本
泌
寺
に
住
し
、
後
間
同
町
し
て
泌

-m均
と
糾
し

た。

明
郎
八
年
三
且
十
三
日
H

寂
、
七
十
一
』
段。

レ
ン
カ
タ
ジ

建

問
寺

金
抑
高
道
町
に
在
っ

て
、

日
諮
宗
に
幽
す
る
。
山
蹴
は
本
先
山
。
寺
記
に
、
開

基
糊
持
院
日
長
元
利
二
年
小
庵
を
結
び
、
弟
子
訟
行

院
日
安
に
之
を
鍛
っ
た
。
邸
内
に
七
間
堂
が
あ
り
、

古
僚
の
七
而
大
明
紳
の
給
品
開
を
安
置
し
た
が
、
指
先

日
就
と
い
ふ
も
の
之
を
信
仰
し
、途
に
目
安
と
紘
り
、

抱
永
九
年
京
都
の
本
寺
妙
顕
寺
に
賄
う
て
寺
鋭
を
得

た
。
寺
川
恥
は
印
ち
こ
の
施
主
の
名
に
よ
っ
た
も
の
で

あ
る
。

(
四
)
岩
刊
と
季
節
|
公
式
の
お
付
は
季
節
に
随
う
て

一
定
し
、
九
月
九
日
か
ら
奴
年
二
且
腕

M
ま
で
は
、

必
ず
納
入
を
む
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
凶
月
朔
H
か

ら
五
且
凶

H
ま
で
が
恰
で
、
五
H
A
沢
日
か
ら
八
月
眼

目
ま
で
が
雌
子
で
あ
っ
た
o
卵
子
の
地
引
は
嗣
布
で
、

黒
色
以
外
の
色
染
と
し
、
紋
加
を
出
く
故
い
だ
。
土

問
中
に
入
れ
ば
鮪
を
則
ひ
る
こ
と
を
斜
た
。
又
生
地

の
出
陣
布
に
踏
紋

・
思
…
紋
を
紡
く
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

儀
式
用
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
九
対
朔
M
以
後
八
日

ま
で
再
び
恰
で
、
九
日
か
ら
納
入
に
か
へ
っ
た
。
般

に
山
衣
は
民
4
円
に
あ
る
が
、
そ
の
他
は
平
出
版
に

用
ひ
ら
れ
る
計
り
で
あ
っ
た
。
足
袋
は
納
入
諮
問
の

剣
凶
の
み
用
ひ
、

出
足
袋
に
限
ら
れ
た
が
、
安
政
以

胤抑
制
足
枕却を山
山
則
し
て
も
い
h

こ
と
に
な
っ
た
。

レ
キ
セ
イ
シ
ゴ
ウ
チ
ョ
ウ
髭
世
釜
続
帳
一

加。

一
れ
御
法
名
帳
。
閉
山
侠
及
び
辿
絞
り
硲
悦

・
思
H
を

悉
く
紋
せ
た
も
の
で
あ
る
。

レ
キ
ダ
イ
ソ
ウ
シ
ヨ

庭
代
鐙
筈
附
川
綱
紀
の

手
料
。
侠
が
本
明
白
務
自
を
附
く
求
め
た
際
、
紛
ら

泌
土
の
此
(
鰐
を
蒐
集
L
E
編
製
せ
ん
こ
と
を
金
制
し

た
も
の
で
、
そ
の
第
一
肌
に
は
六
J
l
伶
川
二
口
七
十

俗
純
を
牧
め
、
正
徳
五
年
に
成
っ
た
。
そ
の
伎
は
政

務
多
糾
怖
の
岱
梁
を
幅
削
し
た
が
、
し
か
し
千
字
文
の
附

序
に
従
う
て
何
刊
に
名
づ
け
た
数
日
向
靴
に
及
ぶ
円
録

が
治
さ
れ
ζ

ゐ
る
。

レ
キ
ホ
ン
シ
ョ
ウ
暦
本
抄

二
加
。
昨
日
J

保
十
五

年
有
保
致
点
抗
。
胞
の
大
話
、
改
M
削
の
次
第
、
J
t
千

十
二
支
、

一
年
の
日
数
、
且
の
大
小
問
、日
蝕
月
倒
、

季
節
、
そ
の
他
陰
陽
家
の
俗
耶
に
京
る
ま
で
、
的
に

開

1
る

一
切
を
記
し
て
あ
る
。
序
文
は
川
巾
式
知
。

レ
ツ
コ
ヲ
ザ
ツ
キ

列
困
難
記

浅
加
久
判
明
者
。

諸
凶
列
滞
の
こ
と
に
闘
す
る
宮
町
録
で
あ
る
。

レ
ン
Z

蓮
窓
叩
山
内
品
川
慈
の
H
K
子
o
Dは
組
勝

レ
キ
l
l
レ
ン

レ
ン
カ
ク
ジ

廷
闘
寺

石
川
山
一
-
2
尽
に
在
っ

て
、
提
宗
束
振
に
印
闘
す
る
。
も
と
道
制
下
、
あ
っ
た
が
、

明
治
十
一
一
一年
二
用
寺
山
胤の
公
釈
を
許
さ
れ
た
。

レ
ン
ガ
ヤ
マ

連
歌
山

能
美
郎
今

nの
御
辛
口
搾

か
ら
京
市
に
隔
り
、
木
必
潟
に
間
ず
る
巴
H

踏
で
あ

る
。
=
一
州
品
川
談
に
能
阪
の
こ
と
そ
い
う
て
、『
そ
の
頃

は
此
前
述
献
度
々
あ
り
し
桜
に
、
川
俗
辿
紋
山
と
い

ふ
。
』
と
あ
る
。

レ
ン
キ
ヨ
ウ

惑

教
鴨
川
名
珊
硝

H

川
、
公
布
兵
部

開
0

ML

巧
詮
の
後
な
受
け
、
能
尖
榔
能
楽
村
の
沼
地

坊
を
裂
い
だ
が
、
後
本
折
大
村
内
山
地
に
柏
町
寺
中
~

創
め
、
大
永
三
年
八
月
三
日
示
寂
し
た
。

レ
ン
キ
ヨ
ウ

塗
腿

i
ホ
Y

コ
ウ
ジ

本
光
苛

(
能
楽
〉
。

レ
ン
キ
ヨ
ウ

謹
慶

尚
は
治
玄
。
泌
制
品
川
怖
の

子
で
、
京
名
光
千
問
、
品
目
名
侍
従
ま
た
は
率
制
。
能

安
部
松
附
寺
一
一代
を
刷出ぎ
、
日午総
凶
作
鈴
抵
の
際
、

イ
一

日
J
l

八
日
白
出
し
た
。
平
年
間
J
1
九
。

レ
ン
キ
ヨ
ウ
ジ

謹
敬
寺
刑
制
時
間
地
保
に
在
っ

て
、
長
宗
束
一
蹴
に
印
刷
1
5
0

レ
ン
ギ
ヨ
h
y
シ
ユ
ウ

瞬
玉
集
一
一
加
。
一
名
能

附
設
句
集
。

能
品式市
抑
夫
前
別
廿
川
松
道
路
能
附
の
辿

般
の
柄
引
句
集
で
あ
る
。
初
は
椛
の
雫
と
凶
奴
し
、
問問

阿
法
師
の
上
梓
す
る
に
及
び
仙
川
川
阿
波
句
必
と
い
う

た
が
、
後
瓜
盟
小山町
卿
か
ら
叡
元
上
川町の
乙間棋
の
見

に
供
し
た
所
、
聯
宝
必
の
名
を
叩
仰
は
っ
た
と
い
ふ
c

停
は
貸
永
山
-J
亥
の
と
し
水
無
月

H
四
日
加
州
小
松

微
生
、
践
は
民
永
丁
亥臨叫
1

山
下
涜
能
史
小
松
松
原
総

忠
と
あ
る
か
ら
、能
削
泌
逝
の
奴
年
の
山川
磁
で
あ
る
。

後
正
徳
四
年
に
も

k
m淵
徽
兵
衛
が
別
本
を
川
し
て

ゐ
る
。レ

ン
ゲ

蓮
花

石
川
泌
一
品
樫
庄
に
印
刷
す
る
郎
町
屯

レ
ン
ゲ
ジ

蓮
華
寺

金
持
迎
合
民
間
に
在
っ
て
、

圃圃

九

一一一


